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　青山学院教育方針にもとづいて、神さまから与えられた賜物を生かし、感謝の心
をもって祈り、神と人に仕える人間を育てることを理念としています。学校生活で
は 5つのおやくそく、「しんせつにします」「しょうじきにします」「れいぎただし
くします」「よくかんがえてします」「じぶんのことはじぶんでします」を生かせる
よう心がけています。キリスト教精神をからだで享受してもらうため、毎朝の礼拝
や宗教の授業のほかに、宗教行事を大切にしています。

●通信簿の代わりに日常の評価を大切にし、PDCA サイクルの『成長の
記録』を採用しています。児童・保護者・教員の三者面談をしながら個の自己肯定
感を高めることを大切にした、個に合った指導をしています。

●担任教員が担当する国語・算数・社会・生活の各教科では、児童の個性・
適性に配慮し、学級を少人数のグループに分けた活動も行っています。理科・音楽・
図工・体育・英語などの専門教科は、戦後間もない時期からその教科に卓越した専
科教員が担当しています。特に英語は青山学院独自の教科書『SEED BOOK』を使
用して一貫教育を実践しています。また、プログラミング教育などの ICT 教育（活
用）についても先駆的な取り組みを行っています。

●６年間で 50泊以上の宿泊行事が設定されています。1年生の「なかよ
しキャンプ」はキリスト教オリエンテーションキャンプ、2年生の「農漁村の生活」
は生活科のプログラム、3・4年生の「山の生活」は登山に親しむ生活キャンプ、5
年生の「平戸 海の生活」は 2kmの遠泳に挑戦、6年生の「洋上小学校」は小さな
乗組員として航海体験、3～ 6年生の「雪の学校」は雪を教材とした学年縦割りの
生活キャンプです。このような体験、経験の中で感動を覚え、子どもたちが心も身
体も大きく成長していきます。
●日々の食事を生活の中の教材としてとらえて、昼食時間には「心のこもった、

手作りの温かくおいしい食事」をいただいています。木曜ランチョンとよばれる学
年毎に交替でいただく特別給食もあります。食育は、児童の生活力をつけることに
もつながります。

　小野　裕司　

　青山学院初等部の教育は、「神から与えられた賜物を生かす」を根底におい
ています。「賜物」って何でしょう。私たちは、それを、神から与えられたそ
の人の持つ力、と考えます。自分の持つ力を他の人のために使うこと、それが
「神から与えられた賜物を生かす」ことです。「個を生かす教育」と言うことも
できます。教育は学校だけでおこなえるものではありません。学校とご家庭と
の協力の中で、お子さんのかけがえのない「賜物」を伸ばし、生かしています。

上級学校に
進むには

初等部長の推薦により、青山学院中等部へ入学することがで
きます。
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